
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
ア
リ
・
ス

ミ
ス
の
短
編
集
『
五
月
そ
の
他
の

短
篇
』
（
岸
本
佐
知
子
訳
／
河
出
書

房
新
社
二
○
○
○
円
）
が
出
た
。
ア

リ
・
ス
ミ
ス
と
言
え
ば
、
不
思
議
な

仕
掛
け
が
施
さ
れ
た
『
両
方
に
な

る
』
や
、
四
季
四
部
作
な
ど
の
長
編

も
話
題
に
な
っ
た
が
、
本
書
で
も
魅

力
が
炸
裂
し
て
い
る
。

表
題
作
「
五
月
」
は
、
よ
そ
の
家

の
木
に
突
然
恋
を
し
て
し
ま
っ
た
女

の
奇
妙
で
切
な
い
恋
物
語
。
そ
の
他

に
も
、
客
に
変
な
あ
だ
名
を
付
け
ま

く
る
書
店
員
、
死
神
と
す
れ
違
っ
て

か
ら
家
に
帰
れ
な
く
な
る
女
、
、
ハ
グ

パ
イ
プ
の
楽
隊
に
押
し
か
け
ら
れ
る

老
女
、
セ
ー
タ
ー
の
フ
ー
ド
に
木
の

実
を
入
れ
た
ま
ま
美
術
館
に
入
る
人

な
ど
、
ど
こ
か
ず
れ
て
い
る
よ
う
な
、

愛
す
べ
き
人
々
が
次
々
に
登
場
す

る
。
短
編
に
は
一
年
の
各
月
が
割
り

当
て
ら
れ
、
十
二
編
で
十
二
か
月
を

巡
る
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話
は
独
立

し
て
い
る
が
、
そ
こ
は
ア
リ
・
ス
ミ

ス
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
が
別
の
話
で
変

奏
さ
れ
た
り
反
転
し
た
り
と
、
連
作

と
し
て
の
ギ
ミ
ッ
ク
も
効
い
て
い
る

の
で
、
ま
ず
は
前
か
ら
順
番
に
読
ん

で
い
く
の
が
お
す
す
め
。
メ
タ
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
的
な
語
り
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し

パ
レ
ス
チ
ナ
の
救
護
物
資
ト
ラ
ッ
ク

爆
撃
事
件
を
つ
な
ぐ
、
一
条
の
光
の

筋
。
こ
の
小
説
で
も
、
困
難
な
人
生

を
抱
え
た
人
た
ち
の
時
空
を
超
え
た

連
帯
が
描
か
れ
る
。

シ
ャ
ロ
ン
・
ド
デ
ュ
ア
・
オ
ト
ゥ

も
チ
ヨ
・
へ
ジ
ン
も
、
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
を
体
験
し
た
世
代
で
は
な
い
。
で

は
、
直
接
つ
な
が
り
の
な
い
歴
史
を

ど
う
作
品
に
取
り
込
み
、
語
れ
ば
い

い
の
か
。
そ
の
問
い
へ
の
誠
実
な
回

答
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
小
説
は
あ
る

の
だ
と
思
う
。
「
光
の
護
衛
」
に
は

表
題
作
以
外
も
、
歴
史
的
事
件
を
踏

ま
え
な
が
ら
個
人
の
生
に
光
を
当
て

た
美
し
い
作
品
が
並
ん
で
い
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ

「
月
か
げ
」
（
阿
部
大
樹
訳
／
河
出
書

房
新
社
二
二
○
○
円
）
に
は
び
っ
く

り
し
た
。
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
欲

望
」
が
、
特
に
す
ご
い
。
町
で
偶
然

出
会
っ
た
男
に
つ
い
て
、
熱
に
浮
か

さ
れ
た
よ
う
に
語
る
夫
。
そ
の
晩
妻

は
、
北
極
海
の
夢
を
見
た
ｌ
・
わ

た
り
、
途
中
で
語
り
手
が
変
わ
っ
て
を
泥
棒
に
あ
げ
て
し
ま
う
祖
母
、
ュ

驚
い
た
り
し
た
か
と
思
え
ば
 
予
想
ダ
ヤ
人
に
食
料
を
分
け
て
く
れ
る
ナ

外
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ほ
ろ
り
と
さ
せ
チ
の
隊
員
 
他
の
囚
人
を
取
り
締
ま

ら
れ
た
り
も
す
る
。
読
む
こ
と
の
幸
る
特
権
的
な
囚
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
振

福
を
隅
々
ま
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
り
を
し
て
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ

−冊
だ
。
 
た
元
ド
イ
ツ
軍
中
尉
な
ど
、
実
に
多

、
ハ
ー
ナ
ー
ド
．
、
コ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
様
で
多
面
的
な
人
間
た
ち
が
出
て
く

『
ア
ン
ト
ン
が
飛
ば
し
た
鳩
ホ
ロ
る
。
ま
た
、
サ
ー
カ
ス
の
象
に
奪
わ

コ
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
釦
の
物
語
』
れ
た
リ
ン
。
．
、
数
奇
な
運
命
を
辿
っ

（
柴
田
元
幸
・
広
岡
杏
子
訳
／
白
水
た
万
年
筆
、
収
容
所
で
父
が
投
げ
寄

社
三
五
○
○
円
）
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
越
し
た
卵
な
ど
、
物
に
事
寄
せ
た
章

に
生
ま
れ
、
強
制
収
容
所
を
生
き
抜
も
印
象
深
い
。
自
身
の
経
験
を
鮮
明

い
た
作
者
が
、
少
年
時
代
か
ら
第
二
に
記
憶
し
、
冷
静
に
見
つ
め
直
し
、

次
世
界
大
戦
後
ま
で
を
回
想
す
る
連
豊
か
な
物
語
と
し
て
語
り
継
げ
た
の

作
短
編
集
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
生
還
は
、
作
者
の
驚
異
的
な
才
能
の
賜
物

者
に
よ
る
回
想
録
と
聞
く
と
、
つ
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。
一
方
、
語
ら
れ

二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
人
も
い
る
る
こ
と
な
く
消
え
て
い
っ
た
あ
ま
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
臆
す
る
こ
と
な
の
記
憶
や
物
語
が
あ
る
こ
と
も
、
私

か
れ
。
戦
後
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

躍
し
た
作
者
の
目
は
、
周
囲
の
人
々
シ
ャ
ロ
ン
・
ド
デ
ュ
ァ
・
オ
ト
ゥ

や
物
の
姿
を
生
き
生
き
と
捉
え
て
い
 
『
ア
ー
ダ
の
空
間
』
（
鈴
木
仁
子
訳
／

て
、
読
み
進
め
る
う
ち
す
っ
か
り
魅
白
水
社
三
六
○
○
円
）
は
、
異
な
る

了
さ
れ
て
し
ま
う
は
ず
だ
。
時
空
を
生
き
る
四
人
の
《
夢
烏
葛
の
人

物
語
に
は
、
盗
ま
れ
た
テ
ー
ブ
ル
生
が
ル
ー
。
フ
す
る
、
複
雑
な
構
成
の

長
編
。
十
五
世
紀
の
ア
フ
リ
カ
で
新

生
児
を
亡
く
し
た
ア
ダ
ー
、
十
九
世

紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
チ
ャ
ー
ル
ス
・
デ

ィ
ケ
ン
ズ
と
不
倫
す
る
数
学
者
エ
イ

ダ
、
二
十
世
紀
、
ド
イ
ツ
の
強
制
収

容
所
の
一
室
で
慰
安
婦
を
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ア
ダ
。
そ
し
て
、
そ
の
三
人

の
人
生
を
全
て
引
き
受
け
る
よ
う
に

登
場
す
る
、
現
代
の
ア
ー
ダ
。
意
外

な
語
り
手
や
神
様
（
１
）
が
見
守
る

な
か
、
彼
女
（
た
ち
）
が
辿
り
着
く

場
所
は
Ｉ
。
エ
ン
タ
メ
と
呼
ぶ
に

は
シ
リ
ア
ス
、
シ
リ
ア
ス
か
と
思
え

ば
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
で
く
す
ぐ
っ
て

く
る
の
で
、
ど
う
い
う
顔
を
し
て
読

め
ば
い
い
の
か
た
ま
に
わ
か
ら
な
く

な
る
の
だ
が
、
シ
烏
た
ち
の
断
片
が

現
代
の
ア
ー
ダ
に
流
れ
込
む
終
盤
は

圧
巻
だ
。

チ
ヨ
・
へ
ジ
ン
の
短
編
集
『
光
の

護
衛
』
（
金
敬
淑
訳
／
彩
流
社
二
三

○
○
円
）
の
表
題
作
に
も
、
意
外
な

形
で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
登
場
す
る
。

若
き
報
道
写
真
家
ク
ォ
ン
・
ウ
ン
と
、

｜
新
愁
一
め
綴
一
ガ
イ
ド
’

雲
‐
乢
埴
“
国
１
１
．
・
愚
に
脳
ｔ
Ｉ
ｈ
陥
・

１
１
１
 
１
Ⅱ
仇
怖

‐ｊ
ｌ
Ｉ
ｂ
ｌ
■
ひ
、
・
’１
，
１
１
仏
■
３
１
 

１
１
 

０
匹
■
０
Ｊ
■
Ｐ
５
■
占
け
■
①
Ｊ
ｒ
０
・
ｐ
Ｔ
１
ｊ
・
ｈ
ｐ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
“

卜
Ｅ
戸

Ⅱ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｒ
１
０
１
■
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
１
１
１
１
 
日
１
１
１
Ｉ

装
丁
・
名
和
田
耕
平
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

（
名
和
田
耕
平
十
小
原
果
穗
）

ず
か
十
二
。
ヘ
ー
ジ
の
中
に
、
氷
を
切

り
出
し
て
造
っ
た
彫
像
の
よ
う
な
緊

密
な
世
界
が
展
開
す
る
。

作
者
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス

と
同
時
代
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
作
家

で
、
あ
の
「
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ

イ
ク
」
の
執
筆
を
引
き
継
ぐ
よ
う
ジ

ョ
イ
ス
自
身
か
ら
頼
ま
れ
た
人
物
な

の
だ
と
い
う
。
一
晩
で
二
十
年
分
の

人
生
を
夢
に
見
た
男
の
物
語
「
月
か

げ
」
、
無
口
な
男
が
豹
変
す
る
瞬
間

を
描
く
小
品
「
狼
」
も
い
い
。

最
後
に
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、

『
チ
ベ
ッ
ト
女
性
詩
集
現
代
チ
ベ

ッ
ト
を
代
表
す
る
７
人
・
刀
選
」
（
海

老
原
志
穗
編
訳
／
段
々
社
二
○
○
○

円
）
。
長
く
男
性
中
心
だ
っ
た
チ
㈱
へ

ツ
ト
文
学
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん

だ
女
性
詩
人
た
ち
の
作
品
か
ら
、
二

十
七
編
を
厳
選
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ

ー
。
望
郷
、
労
働
、
妊
娠
、
政
治
、

そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
様
々
な
テ

ー
マ
を
持
っ
た
多
彩
な
詩
が
並
ぶ
。

訳
注
や
コ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、

｜
冊
通
し
て
読
む
と
、
ど
う
し
て
本

書
が
「
女
性
」
詩
集
と
し
て
編
ま
れ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
が
、
痛
い
ほ

ど
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
時
に
柔
ら

か
く
、
時
に
力
強
く
訳
し
分
け
ら
れ

た
訳
文
も
す
ば
ら
し
い
。

チ
ベ
ッ
ト
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動

を
牽
引
し
て
き
た
ホ
ワ
モ
の
高
ら
か

な
詩
「
私
に
近
寄
る
な
」
か
ら
、
一

連
目
の
み
を
引
い
て
お
く
。

私
に
近
寄
る
な

私
は
甘
露
で
は
な
い

私
は
欲
望
で
は
な
い

光
り
輝
く
真
珠
そ
れ
は
私
で
は

な
い

甘
や
か
な
唇
そ
れ
は
私
で
は
な

い
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